
 

 

 いよいよ、新学期の授業がスタートし、１か月が経ちました。 

昨年度は、１５時０５分までの授業でした。が、今年度から時間割を少し変更し、１５時３５分

まで授業を行っています。起立性調節障害の患者さんの中には、午後になるにつれて徐々に体調が

良くなる方もいます。（全員ではありません）だからか、「授業遅くまであるほうが良いわ～」と授

業時間が延びたことを喜んでいる生徒もいました。 

 

 

 養護教諭の巽
たつみ

先生（いつもは豊中市の本校勤務です）が月に一度保健指導を行っています。   

４月、５月は、身体測定を実施。 

こちらは聴力検査中の写真です。 

 身体測定後は「食事」についてのお話。体が

疲れた時にはどんな食べ物を食べれば良いのか、

を皆で考えました。簡単なようですが、みんな

よく考え、話し合っていました。 

 

 

 生徒が俳句を書きましたので、ここで紹介します。（授業の活動で書いたのではなく、自主的に

俳句を考えてくれました！） 

 外出ると 春風感じ 時すぎる    １KO(ワンコ)  

 美なる雪 雨水になりて 春きたる  K２ 
 

 以下、生徒コメントです。 

 

◎母と外出中、風が吹いてきたとき「これが春風なんかなぁ」という

話  

をしました。そのことを思い出してかいた俳句です。（１KO） 

 

◎季語を探そうと辞書をみていたとき、「雨水」という言葉を見つけ、

「これだ！」と思いました。じっくりと読み味わってください。（K２） 
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６月６日（水）保健指導    ６月２０日（水）チャレンジテスト（中３のみ） 

６月１１日（月）創立記念日  ６月２１日（木）国際理解学習 

 


